
様式２（介護ロボット等モニター調査事業 要望書） 

 

平成30年11月23日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者）株式会社シンテックホズミ 

                  〒470-0217 

住所 愛知県みよし市根浦町五丁目3番地1 

 

事業者名 株式会社シンテックホズミ 

担当者所属 営業部販売戦略課 

担当者名 増岡 甲一郎 

電話番号 0561-35-5750 

電子メールアドレス k-masuoka@shcl.co.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」に

ついて、下記の書類を添付して要望します。 

 

 

記 

 

 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書（別紙）」は、介護施設等とマッチ

ングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 

従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合には、

マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 

○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏らず

理解しやすいものとしてください。 

○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 

○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 



平成 30年 11月 23日 

 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要 

企業名 株式会社シンテックホズミ 

担当者名 増岡 甲一郎 

担当者連絡先 

住所 
〒470-0217 

愛知県みよし市根浦町五丁目3番地1 

電話 0561-35-5750 

電子メールアドレス k-masuoka@shcl.co.jp 

主たる業種 
自動車用生産設備の設計・製作・据付工事、 

自動車用整備マニュアル制作 

主要な製品 無人搬送車、電動アシスト付歩行車 

希望する施設等の

種類や職種等 

・介護老人保健施設 

・サービス付き高齢者向け住宅 

・リハビリテーション施設 など 

その他  

 

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） Tecpo（電動アシスト付歩行車） 

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者、使用場面 

・シルバーカーや歩行車を使用し、1人で外出している方 

 ・ハンドブレーキを握ってブレーキを掛けることができる方 

 ・本機の操作方法を理解することができる方 

 ・周辺環境に注意して使用できる方 

機能と使用方法、有用性 

・お買い物等での長距離移動の負担を電動アシスト機能で軽減 

・上り坂での移動や重い荷物運搬時の負担を軽減 

 ・片傾斜勾配では谷側に下がることを抑制し、直進性を高めて進むことが可能 

 ・下り坂は自動でブレーキがかかり、ゆっくりと下ることが可能 

類似する機器との相違 

 ・市販歩行車にアシスト機能（ロボット機能）を付加 

 ・軽量コンパクト（重量9.1㎏・展開サイズ520×650×740-860） 

 ・グリップを握って押して歩くだけの簡単操作 

 ・屋外での快適な操作性 

当該機器と介護業務との関連性 

屋外移動時の負担をロボット技術で軽減し、利用者が自らの力で外出することや

歩くことを支援、社会参加の意欲を失うことなく、自立した日常生活の維持・心

身の健康期間を延伸することに貢献する。 

（別紙） 



現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。  

ISO13482やSG認定基準(CPSA0120 歩行車の認定基準及び基準確認方法)を参照し製品

化。 

社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。 

・2014年 介護老人保健施設 実証試験（愛知県） 

 ・2015年 介護ロボットモニター事業にてモニター調査実施（愛知県） 

 ・2017年 介護老人保健施設モニター貸出し実施（東京都） 

 ・2017年 介護老人保健施設モニター貸出し実施（千葉県） 

開発に関する当面の課題 

開発完了・上市済 

３．モニター調査したい内容（協力施設等へお願いしたい内容） 

※募集要項のＰ７を参考にモニター調査したい内容を具体的に記載してください。 

（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

1.調査内容 

・利用者の活動意欲を高めることに貢献できているかの調査 

・電動アシスト歩行車の認知度の調査 

・電動アシスト歩行車を使用することでの気持ちの変化の調査 

 

2.調査方法：Tecpoの使用実績と使用感を調査 

 協力者に約 1か月間、Tecpo を定期的に複数回ご使用いただき、その使用実績と外出意欲や使用感の変化を

観察法とインタビュー法で調査する。※期間・時期・人数は別途ご相談 

 

3.調査項目 

 ①利用対象者の適用範囲に関すること 

  ・シルバーカーや歩行車を使用し 1人で外出している方 

 ②利用環境の条件に関すること 

  ・ご利用場所（屋内・屋外） 

 ③機器の利用効果に関すること 

  ・外出頻度の変化  

  ・外出距離の変化 

  ・行動範囲の変化  

 ④機器の使い勝手に関すること 

  ・電動アシスト歩行車の機能の習熟度 

  ・使用感（操作感、安心感） 

  ・利用者の所感 

 ⑤介護現場での利用の継続性に関すること 

  ・職員の方の所感、インシデント 

 ⑥その他 

  ・普段の外出方法や頻度、習慣 

  ・電動アシスト歩行車の認知度 

  ・電動アシスト歩行車のイメージ 

  ・ご利用されて良かった機能/改善すべき機能 



4. モニター調査で協力施設に、協力をお願いしたい作業内容 

 ①調査期間中は利用者が実機を使う度に、利用者に対してインタビューの協力。 

 ②調査期間中の当社員の施設訪問と観察・インタビューへの協力。※訪問可否要相談 

 -インタビューの頻度と記録- 

 施設職員 当社員 

頻度 ご利用都度 1回/週程度 

記録 

利用者へのインタビュー 利用者へのインタビュー 

所感（観察） 所感（観察） 

- 施設職員へのインタビュー 

③調査開始前に利用者への普段の生活や身体状況のヒヤリングの協力。 

⑤調査終了後に利用者・施設職員へのヒヤリングの協力。 

  

 ※インタビューシートは当社にて準備 

 （注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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行きたいところに行ける喜びを

TAISコード 01842-000001

約 9.1ｋｇ

「ロボット介護機器開発・導入促進事業」（国補助金制度）・「新あいち創造研究開発補助金」（愛知県補助金制度）
 を活用して開発された製品ですは・・・

9：00～17：00〈除く：土日祝日、年末年始、夏期休業〉
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アシスト

ブレーキ
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